
Fig. 1. IUPAC classification 

of the adsorption isotherm3). 

Fig. 2. Nitrogen adsorption/desorption isotherm of CaCO3. 
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【緒言】炭酸カルシウム(CaCO3)は金属イオンや有機系分散剤などの幅広い吸着材として知られて

いる 1,2)．そこで CaCO3がガス吸着材として応用できると考えた．CaCO3のガス吸着特性を評価す

る上で，吸着等温線の IUPAC分類に着目した．吸着等温線において低圧領域のガス吸着は試料表

面と吸着質との相互間力によってミクロ孔に優先的に行われ，高圧領域のガス吸着はメソ孔やマ

クロ孔へ優先的に行われる．つまり，各圧力領域の吸着挙動はガス吸着材料の細孔構造や材料表

面と吸着質との相互間力で大きく異なるため，ガス吸着材料は吸着等温線によって分類できる．

Figure 1に吸着等温線の IUPAC分類 3)を示す．本報告は IUPAC分類により炭酸カルシウムを評価

することで，CaCO3のガス吸着特性について議論する． 

【実験方法】実験は高純度化学製の CaCO3(99.99%)を用いた．まず，

CaCO3 の結晶構造を評価するために粉末 X 線回折(XRD)法で測定

を行った．次に CaCO3 のガス吸着特性は，窒素吸着法を用いて窒

素吸着量を測定することで評価した．試料量は約 0.3 gとし，前処

理条件 573 K，24時間の脱ガス後，77 Kにおいて測定を行った．

各相対圧における窒素吸着量から得られた吸着等温線をもとに，

IUPAC 分類により分類した．更に，CaCO3 の細孔評価を行うため

に BET(Brunauer-Emmet-Teller)法を用いて CaCO3の比表面積を算出

した．  

【結果と考察】XRD の測定結果により，CaCO3がカルサイト構造

であることを確認した．Figure 2に CaCO3の吸着等温線の測定結果

を示す．CaCO3の吸着等温線は，Figure 1の吸着等

温線の IUPAC 分類 3)によりⅡ型に分類された．こ

のことから，CaCO3は無孔性またはメソ孔を有して

いることが推測できる．BET法により求めたCaCO3

の比表面積は 6.3 m2/gとなった．窒素ガス吸着にお

いて，CaCO3はメソ孔への吸着もしくは，表面と吸

着分子との相互作用によって吸着していると考え

られる． 
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